
 

 

 

明けましておめでとうございます。 

皆様には心新たに新春をお迎えになられたことと心からお慶び申し上げます。 

さて、平成２５年７月２８日、萩市東部地域に甚大な被害をもたらした集中 

豪雨災害から２年５ケ月余りが経過しました。萩市では、この災害を合併後の 

新市最大の試練と位置付け、被災直後から合併した７地域が一体となり市の総 

力を挙げて、一日も早い地域の再生に取り組んでまいりました。これにより、 

復旧・復興事業が着実に進展しておりますことは大変喜ばしく、これも偏に地 

域住民の皆様をはじめ関係各位のご理解とご協力、ご支援の賜物と深く感謝い 

たしております。 

 

市の管理する河川や道路及び農地・農業用施設などの災害復旧工事については全ての発注を終え、昨年

１２月末には９割を大きく超える工事の完成をみることができ、そして今年３月末には、一通りの工事完

了を目指して鋭意努力しているところです。 

その中で、復旧・復興のシンボル的事業として取り組んでまいりました新須佐保育園の移転新築工事に

ついては、昨年３月完成し、新しい園舎での卒園式が行われるとともに、小川地区の拠点施設となる小川

支所・小川交流センターについては昨年７月に完成し、農産物や地域の人々との交流がみのりあるものに

なるようにとの願いから『みのり』という愛称が付けられました。また、須佐地域の歴史文化の情報発信

の基地となる須佐歴史民俗資料館が昨年 11月に全館リニューアルするなど、今日では被災した東部地域

の主要施設の復旧を見るに至りました。 

さらに、地域の活力の再生に向けた、東部地域の定住促進対策として、市外在住の子育て世帯を入居対

象とした東部地域定住促進住宅の整備工事に鋭意取り組んでいますが、今年３月末には須佐地域の完成

を、そして平成２８年度中には田万川地域での整備を計画しているところです。 

一方、県管理河川である須佐川・田万川の広域河川改修事業については、今後暫くの工事期間を要しま

すが、県との連携を密にとりながら、事業の促進を図っていくこととしています。 

今後も防災・減災への取組みとともに萩市東部地域の将来像を見据え、一日も早い復旧・復興と地域活

力の再生に向けて、市民の皆様とともに力を合わせ取り組んでまいる所存ですので、引き続き格別のご理

解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

末尾になりましたが、本年の皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、新年のごあいさつといたします。 

 

平成２８年１月吉日  

 

 

 

 

 

一昨昨年の豪雨災害から２年５ヶ月が経過しました。大寒を間近にして、寒さがいよいよ本格化して参り

ましたが、いかがお過ごしでしょうか。復旧・復興に向け進む、萩市東部の今を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１２月２５日（金）田万川ふるさとづくり協議

会の主催で７５歳以上の独居高齢者１７５名の方

に年末の「声かけ訪問」が行われました。 

地域の小中学生、地区福祉員、児童・民生委員

の方など９４名が参加しました。 

温かい声かけに、みなさん顔をほころばせて、

喜んでいらっしゃいました。 

これから寒さが増します。お体をお大事に。 

 

１２月２４日（木）須佐保育園で行われたクリ

スマス会にサンタクロースが駆けつけました。 

一緒に楽器演奏をしたり、歌を歌ったり、楽し

いクリスマス会になりました。サンタクロースの

登場に園児たちは目を輝かせ大喜びでした。 

サンタさんありがとうございました。 

 
 

昨年１２月、須佐駅前に恒例のイルミネーショ

ンの飾り付けが行われました。１２月４日に点灯

式が行われ、翌１月３日までの１ヶ月間、須佐駅

前を華やかに彩りました。 

 男命イカや萩にゃん。などユニークなイルミネ

ーションも飾り付けられ、寒空の中、駅前を行き

かう人々の心をなごませました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１２月２５日（金）むつみ元気支援隊の主催に

より、世代間交流センター ひだまりの里で「餅

つき大会」が開催されました。 

子どもから高齢者まで、７０名の方が集い、餅

つきとゲームやカルタで楽しみました。風は冷た

かったですが、つきたてのお餅と豚汁を堪能しま

した。食後は、ひまわり楽団の演奏やカラオケな

ど楽しい時間を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成２５年７月２８日、萩市東部に突如押し寄せた集中豪雨から２年５カ月が経過しました。復旧が進

んだ現在の状況などを写真でご紹介します。 

 

須佐川の増水と激しい濁流の為、崩落した虹橋ですが、１２月に工事が完了し、通行可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去に経験のない大豪雨の為、ため池の 

堤体が決壊してしまいました。現在、完全 

復旧を目指して工事が進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



災害復旧工事の着手状況等について 

市の管理する河川や道路及び農地・農業用施設など国・県の補助事業となる災害復旧工事については全

ての発注を終え、工事の完成に向け事業を進めているところです。着手状況などは下記のとおりです。 

■土木・農地等災害復旧工事（補助事業・小災害） 

区   分 
全 体 件 数 

Ａ 

着手件数 完了件数(完了割合) 

Ｂ Ｂ／Ａ Ｃ Ｃ／Ａ 

公共土木施設災害復旧 
補助事業 270件 270件 100.0％ 260件 96.3％ 

小災害 214件 214件 100.0％ 214件 100.0％ 

農地・農業用施設災害復旧 
補助事業 474件 469件 98.9％ 443件 93.5％ 

小災害 330件 327件 99.1％ 324件 98.2％ 

林 業 施 設 災 害 復 旧 
補助事業 18件 18件 100.0％ 18件 100.0％ 

小災害 23件 23件 100.0％ 23件 100.0％ 

※補助災害の件数は、災害査定の箇所数                 （Ｈ27.12月末現在） 
※1件当たりの事業費 

・公共土木施設  補助事業：60万円以上  小災害：30～60万円未満 
・農地・農業用施設 補助事業：40万円以上  小災害：13～40万円未満 
・林 業 施 設 補助事業：40万円以上  小災害：13～40万円未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


